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宇宙産業の現状・課題
宇宙産業の役割と動向
◇ 通信・放送、測位、リモートセンシング（地球観測）な
どを通じた衛星データは、ビッグデータの一部として様々
な分野で利用が進展。宇宙利用産業及びその基盤と
なる宇宙機器産業の重要性は近年増大。
◇ 世界の宇宙産業の規模は毎年拡大し、新規参入等
の活発な動き。我が国としても、宇宙産業の競争力強
化、市場の拡大、宇宙利用を通じた我が国経済への
貢献を実現していくことが必要。

宇宙機器産業宇宙利用産業
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◇ 我が国では一次データを中心としたビジネスが中心。
◇ 世界的には小型衛星によるコンステレーション等により、
衛星データの質・量が向上し、得られたビッグデータをAI
等により解析し、付加価値を加えるビジネスへと変化。

◇ 我が国では国内政府需要が大半で、民需や海外市場
の取り込みは限定的。
◇ 欧米ではロケット打ち上げ事業への民間企業の参入に
よる大幅なコスト削減や、小型・超小型衛星の製造革
新が進むなど、競争力強化に向けた動きが活発化。

DataからKnowledgeへ

商業施設の駐車場の通行量から、
顧客の嗜好・習慣を分析

日本＜約3000億円＞
（2012年度）

宇宙機器産業 売上構成 SpaceXの参入により価格競争が激化
（Orbital Insight HPより）

（COMMERCIAL GEOINT※ STRATEGY(NGA)より）
※ GEOspatial INTelligence：地理空間情報

（State of the Satellite Industry Report 2015
(Satellite Industry Association)より）

（平成27年度宇宙産業データブック（一般社団法人航空宇宙工業会） を基に内閣府作成）



宇宙産業の拡大に向けて
宇宙機器産業宇宙利用産業

◇ 宇宙利用ビジネスの中心が付加価値を提供するソ
リューションビジネスに変化する中、我が国においても
必要な環境を整備し、事業創出を促進。

◇ 市場ニーズ（コスト、品質、納期等）を踏まえ競争力
を強化するとともに、アジアを中心に戦略的に海外展開。
◇ 需要が見込まれる小型衛星打上げ事業等も推進。

新規参入の促進
◇ ベンチャー企業や異分野からの新規参入を促すため、人材育成・流動性の確保、資金面での支援、新た
なアイディアの発掘支援、成功事例の創出・拡大や社会での宇宙利用の重要性の認知度向上などが重要。
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宇宙利用産業の変化への対応

外需の獲得、民需の拡大、
事業規模の拡大

市場ニーズを踏まえた機器開発、
環境整備

成長の好循環の形成
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